
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。

平成29年度私立大学研究ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
事業ﾀｲﾌﾟA「地域資源としての都市
近郊における里山構築と活用方法の
開発」を申請中。（産学官地域連携
センター）

△ △

結果は残念ながら不採択であった。 △ △

平成29年度私立大学研究ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
事業ﾀｲﾌﾟA「地域資源としての都市
近郊における里山構築と活用方法の
開発」を申請中。（産学官地域連携
センター）

△ △

結果は残念ながら不採択であった。 △ △

平成29年度私立大学研究ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
事業ﾀｲﾌﾟA「地域資源としての都市
近郊における里山構築と活用方法の
開発」を申請中。（産学官地域連携
センター）

△ △

結果は残念ながら不採択であった。 △ △

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）：産学官地域連携センター

中　期　計　画
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

中　期　目　標

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

教育研究活動を支援する環境や条件を
適切に整備し、教育研究活動の促進を
図る。

地域に研究成果を還元する研究ブラ
ンディング事業を推進する。（産官
学地域連携センター）

地域に研究成果を還元する研究ブラ
ンディング事業を推進する。（産官
学地域連携センター）

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

教育研究成果を適切に社会に還元する
ための社会連携・社会貢献に関する方
針を明示する。

地域に研究成果を還元する研究ブラ
ンディング事業を推進する。（産官
学地域連携センター）

地域に研究成果を還元する研究ブラ
ンディング事業を推進する。（産官
学地域連携センター）

地域に研究成果を還元する研究ブラ
ンディング事業を推進する。（産官
学地域連携センター）

【平成２９年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教育
改革、充実した学生生活支援、新
たな価値を創出する地域連携活動
などを通して、本学の魅力や教
育・研究の質を高め、個性を磨い
て差別化を図るため、特色ある大
学改革を推進する。

本学の魅力や強み・特色を明確に示し
た広報活動の展開、研究力の向上・活
性化やグローバル化を推進し、教職協
働による地域連携・貢献活動を通して、
地域社会に根ざした信頼される本学独
自のブランドを確立する。

地域に研究成果を還元する研究ブラ
ンディング事業を推進する。（産官
学地域連携センター）


